Blue Tier Nature Recreation Area
ブルーティアー
は「タスマニア北東高原地域」の東部、ブレイク・オデイ地区
に位置し、東海岸の最寄の町セントヘレンから約24km。現在、ブルーティアー保護区（5500ha）、フロム保護区（1200ha、ウェルド川流域）、マートル保護区（タスマンハイウェー沿ウェルドボロー付近）の三ヶ所が保護区に指定されています（地図参照）。

ブルーティアーキャンペーン

地域森林協定（RFA
）交渉の過程において地域住民は、ブルーティアーの文化的、精神的、自然生態系の価値の保護を要請する意見書を80通以上提出しました。しかし、1997年RFA締結時には、要請地域のうち頂上付近のみが保護区の指定を受けました。現在上記三ヶ所が保護区となってはいるものの、保護区全域が標高600mより高い位置にあり、森林丘陵地域は含まれていません。ブルーティアーキャンペーンが目指すのは、現存の三保護区に、マーグリータ丘陵地（Margurita Ridge）、エミュー高原(Emu Flat)、レナーズ丘陵(Lehners Ridge)地域と、点在する正式に認められていない保護区6000haを加えた計13,600haを「ブルーティアー自然レクレーション保護区
」に指定することです。

保護要請面積はブレイク・オデイ地区（158,300ha）でタスマニア森林公社
の管理下にある公有林
の4%にも満たないものです。しかも、すでに地域の119,605haが伐採予定地
に指定されているうえ、地域の大半が伐採不適地であるため、実際には２％程度にすぎません。また、保護認定要請地の500haはすでに皆伐され、現計画では今後毎年200haが伐採されることになります。

ブルーティアーの意義

ブルーティアーはブレイク・オデイ地区の象徴的な意義深い地であると言えます。採鉱の歴史や先住民文化、多雨林（ブラックウッド、ササフラス、マートル、セロリトップパインなど）、ユーカリ（セイタカ、オブリクア種など、「ブルーティアージャイアント」は幹周19.4ｍ）、9mにも達する大シダなど、各種の巨樹、巨木が見られます。

・採鉱の歴史

ブルーティアーでは1870年代からスズの採鉱が始まりましたが、その歴史は、自然に再生した二次林
で初期の産業開発が進んだ、大変まれな例とされています。鉱山跡地はほぼそのまま残り、観光だけでなく、歴史、考古学研究資料としても大変貴重なものです
。

・水源

この大変古い生態系からは清流が流れ、各地に滝が見られます。ブルーティアーの上部地域に発する四つの川
とその支流は、タスマニア北東高原地域の河川網を形成し、地域の重要な水源となっています。そのうち二つは20世紀前半の採鉱活動による汚染から回復、現在清流
となった例として知られています。これらの渓流はカモノハシ、淡水大ザリガニや甲殻類
など、水質に敏感な生物の生息地として知られ、その高度な水質は、現時点では流域がまだ健全であることを示しています。

・まれな生態系

およそ一万六千年前タスマニアの大部分は氷河に覆われていました。多雨林とユーカリが混在する森林は今よりも少なく、北東高原地域で多雨林が存在したのはブルーティアーの南、東斜面で標高450mより低い奥まった部分だけだったと考えられています。現在の森林体系はこれらの地域をもとに形成されたこと、ここに生息する動植物は今後予想される気候変動にも耐えられると考えられること
、また、クラブコケ（Club Moss）など様々な古代種を含む稀な生態系であること、などから、ブルーティアー地域が保護されるべき貴重な価値を持つことが分かります。これは多くの科学者が支持しているにもかかわらず、タスマニア森林公社管理による伐採はこのような将来的な価値を一切無視したまま進められています。

・動植物

ブルーティアー地域では、カタツムリ、カブトムシ、タカ、ワシ
などの貴重種、絶滅危惧種
が多く見られます。また、オールドグロース(Old Growth)と呼ばれる古代原生林の木の深いほこら
は、フクロウ、コウモリ、オオム、ポッサム
などにとって最適の棲みかとなります。このようなほこらができるまでには数百年を要し、倒れた老齢樹はケムシ、ムカデ、カタツムリ、ナメクジ、カブトムシ、クモ、トカゲ
など様々な生物にとって重要な栄養源、また生息地となります。また、キノコや菌類は動植物の死後腐敗を促すという大変重要な役目を持っています。菌類は暗い湿地を好み、菌糸（hyphae）を木の隙間に広げて行きます。キノコやサルノコシカケなどはいわば菌類の「実」で、動物のえさになるだけでなく、そのさまざまな色、形、大きさは大変興味深いものです。

このように、原生林の腐葉土は長い年月を経て多様な植物が育つ豊かな土地となります。皆伐、それに続く火入れ
では、このような生態系の全てが一瞬にして失われるのです。

ウォーキング

ブルーティアーでは、車椅子や乳母車でも入ることができるゴブリンフォレストウォークをはじめ、各グレードのウォーキングを手軽に楽しむことができます。Halls Fall(ホールズ滝)、The Big Tree Walk (巨木の道)、Crystal Hill　（クリスタル丘陵)、The Don Mine (ドン鉱山)、Australia Hill (オーストラリア丘陵), The Wellington Walk(ウェリントンの道) Mt Michael(マイケル山) Moon Rim Walk（月の道), Emu Flat(エミュー高原) Mt Poimena （ポイメナ山)など、どれも1~3時間で歩くことができます。さらに本格的な長距離のウォーキングとしては、北東高原地域トレール（9日間）の一部、「ブルーティアーウォーク」（四日間）があります。この「ブルーティアーウォーク」はハリッジ滝（Harridge Fallウェルド川Weld River流域)からホールズ滝（Halls Fall、グルーム川Groom River流域）までのブルーティアー地域を、四日間かけて縦走するものです。これは、ウォーキングだけでなく乗馬やマウンテンバイクでも楽しむことができます。

ブルーティアー友の会

「ブルーティアー友の会」は、ブルーティアーを「自然レクレーション保護区」と指定し保護することは、皆伐など持続性のない産業と比べ、将来的にも地域にもたらす利益がはるかに大きいと考えます。「友の会」が目指すのは、水源流域の保全、観光産業の奨励、絶滅の危険性が高い生態系の保護、歴史的文化的価値の保護、そして地域固有野生動植物とその生息地を保護することで、今後もブルーティアーを、ウォーキング、たきぎ取り、ピクニック、マウンテンバイクなどのレクレーションや写真などの芸術活動に加え、歴史、植物学、考古学などの研究のためにも重要な地域として存続させていきたいと考えます。
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�Tierはなだらかで頂上が台地となっている山脈。つまり、「青い山脈」。遠くから見ると青みがかっていることに由来する。


�Break of Day（日の出）の略。North East Highlands


�Regional Forests Agreement 詳しくはThe Wilderness Societyなど参照（http://www.wilderness.org.au/campaigns/forests）


�Blue Tier Nature Recreation Areaここでは「ブルーティアー自然レクレーション保護区」と訳した。


�フォレストリ・タスマニア。州の森林管理を主導。伐採業者はガンズ社など。


�州有林State Forest


�クープ(coupe)


�詳しくはグリーンピース用語解説などを参照（� HYPERLINK "http://www.greenpeace.or.jp/library/99af/words.html#forest" ��http://www.greenpeace.or.jp/library/99af/words.html#forest�）


�中国からの移民労働者約800人も記録に残る。歴史資料は St Helens History Room (61 Cecilia St St Helens, � HYPERLINK "mailto:historyroom@tassie.com.au" ��historyroom@tassie.com.au�, 03-6376-1744)


�The Ringarooma (Weld & Winifred Rivers), Great Musselroe, Ansons and George (Ransom & Groom Rivers)


�pristine　(人間社会の影響を受けていない、天然の、もとのままの)


�Platypus, fresh-water clayfish, aquatic bugs


�氷河避難地/圏 glacial refugia（氷河期に生物が集合的に避難したと推定される地域で、化石などが多く出土する）


�North East Forest Snail, the Simpson’s Stag Beetle, the Grey Goshawk, Tiger Quoll（一種の山ネコ）, Tasmania Wedge Tail Eagle. 友の会のロゴはカタツムリを象徴する。 


�Rare, Vulnerable species. 詳しくは環境庁など参照（� HYPERLINK "http://www.env.go.jp/nature/redlistS/red-cate.html" ��http://www.env.go.jp/nature/redlistS/red-cate.html�）


�hollow（ほこら）


�Owls, bats, cockatoos, Pygmy possums


�Millipedes, centipedes, snails, slugs, beetles, spiders, lizards


�皆伐(clearfell)後は、下草を除去し新芽の発芽を促す目的（名目）で火入れ(burning)が行われることが多い。新芽を食べる野生動物を駆除するため撒かれる1080という毒物の使用も問題視されている。


.�Friends of the Blue Tier: ブルーティアーの自然保護運動を続ける地域住民団体（代表Beris Hansberry 03-6373-6146、Lesley Nicklason 03-6373-6195）。04年3月13日以来皆伐への抗議手段として伐採現場付近公有林内にテントを構える。15日撤退を拒否し逮捕、翌16日伐採開始。以来テントは近くのLottah地域、私有地に移動、現在に至る（6月2日公判）。








